
光学 課題 13 フレネル回折・フラウンホーファ回折準備 　

レポート作成での注意: 説明を丁寧に記述するよう心がけて下さい.

グラフはグラフ用紙, 定規を用いて丁寧に描いて下さい.

略解付きの問題は自己採点して提出して下さい.

問 1 Kirchihoffの公式:
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を用いて，平面開口 Sによる平面波の回折表式を考えよう. Sは xy 平面上にあり, 平面波 U = Aeikz(z ≤ 0)で表せる.

z = R(R > 0)にあるスクリーン上の点を P(x0, y0, R), 開口 S上の点 Q(x, y, 0)とする.

(1) 次を計算せよ.

∂U

∂n
= − ∂

∂z
Aeikz (1)

∂U

∂n
= − ∂

∂z

eikr

r
(2)

S上では, ∂
∂n = − ∂

∂z であることに注意し, r = QP = {(x0 − x)2 + (y0 − y)2 +R2}1/2であるが，r = {(x0 − x)2 + (y0 −
y)2 + (R− z)2}1/2 として z → 0を考えよう.

(2) kr � 1, R � x− x0, y − y0 として以下の式を導け.
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問 2 次の関数のグラフを描きなさい. また (2)については, いくつかの自然数 nについてグラフを描き, 関数の特長につ

いて考察して下さい.
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ただし , nは自然数.


